
ひまわりパーク上牟田　昨年度を振り返って
管理者　吉冨　孝史

　昨年度から続いている新型コロナウィルス対策については事業の時間短縮に始まり送迎方法の対応等、事業所としてどの選択がより良い判断なのかを問われた年であり、ご家庭への協力を幾度となくお願いさせて頂いた年でもありました。実際にPCR検査を受検された方は数名いらっしゃいましたが結果として陽性者等はありませんでした。
当たり前のことですが、特に比重を置いたのは利用者の皆さん、及び職員のストレス軽減への環境作りでした。
感染防止の為のマスク着用等、各種方法への対応は必然でありますが、そのことによるストレスを感じる方がいることも事実です。　
楽しくリラックスできる音楽をベースに明るい話題提供を行うことや体を動かすこと等、事業所でできることには限りがありますが、少しでも鬱屈しない環境作りに努めています。　　
また、当事業所では「綿密かつ緻密に個人情報は秘密に。」という良い3密支援を掲げ、心身の状況確認や困りごと等を意識した対話を密に行うようにしています。
今現在始まっているワクチンの接種に関することについてもご要望に応じ、申し込み方法や会場、当日の流れ等の説明を個別に行っています。
事業に関してはやはり就労継続支援事業A型及びB型の収入は70％程に落ち込みました。　　
今年は福岡市の「ときめきグッズ受注、発注コーディネート事業」等も含め、新たな作業開拓を今まで以上に実施していこうと思っています。
この事業は様々な企業が「福祉事業所へ仕事を依頼したい。でもどこへ。」という時に受注・発注のコーディネートを行うことでミスマッチの解消と販売促進を図る事業です。当事業所でも積極的に受注へと繋げていけたらと思っています。
生活介護事業は、昨年から新規利用者を含め定員を満たす利用者数となりました。今後も外出などのリフレッシュを含め活動内容の拡がりと充実化をしていきたいと思っています。
最後になりますが、今回のコロナ禍の様々なことについては決して一人では成しえなかったことを皆の力で乗り切る力を養い培っていったものだと実感しています。今後も、自己存在意識や自己肯定感、自主性を今後も尊重し、更なる社会参加や自己実現の促進に努め、日常の不安を一つでも軽減する支援に努めて参りますのでどうぞよろしくお願いいたします。
